
ＳＮＳに関連したトラブルなどが全国的に増 

加、低年齢化しています。例えば、いじめにつ 

ながる誹謗中傷の書き込みや仲間外し、画像や 

動画など個人情報（児童ポルノ等も）の流出、 

そして、犯罪に巻き込まれる事件などです。最 

近は、誰もが気軽に行う「通信ゲーム」等での 

出会い・書き込み等が、犯罪の契機になること 

もあります。スマホ「等」と書いているのは、パソコンはもちろんのことゲーム機でもネット接続ができるから

です。つまり、多くの小学生にも関係がある、危険性があるということになります。 

スマホ等を持たせるにあたっては、ご家庭の事情や考えに応じて判断されたことと思います。ですから、上記

のような危惧される問題やＳＮＳトラブル防止も、基本的にご家庭で解決を図っていただくことになります。ま

ずは、そうしたことにならないよう、適切なフィルタリング設定をしたり、しっかり家庭内のルールを決めたり 

することを強くお勧めします。 

学校でも、ＳＮＳトラブル防止等に向けた指導を行っています。教員による指導に 

加え、本年度も外部講師を招聘した「ネット安全教室」（３～６年）を開催しました。 

毎年のことですが、子どもたちは真剣に学習に取り組んでいました。 

時間の余裕ができる冬休みを迎えるにあたって、再度ご注意をお願いいたします。 
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この時期にとくに多い 

ＳＮＳトラブルに注意！ 
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家庭数配布 

よいお年をお迎えください 

２学期もご支援・ご協力いただき ありがとうございました 

一昨日、昨日は学期末個人懇談会にご参加いただき、本当にありがとうございました。先週 

末ほどの冷え込みはなかったものの、夕方になると廊下等は寒かったことと思います。長くお 

待たせした方には、お詫び申し上げます。２学期も、保護者・地域の皆様方の温かいご支援に 

より、感染対策を取りながらではあるものの、着実に教育活動ができましたことに感謝いたし 

ます。ありがとうございました。 

さて、明日２３日（木）の終業式を終えたら、来年１１日（火）の始業式まで例年よりちょっぴり長い冬休み

となります。終業式では、２学期の振り返りと新年の「やる気」を促せるような話をする予定にしています。ご

家庭でも「あゆみ」を広げながら、今学期のがんばりを認めてともに喜んでいただき、新年に向けての意欲づけ

となるお話をお願いいたします。もちろん、必要に応じて「叱る」ことが励ましにつながる場合もあります。 

なお、「あゆみ」の見方については１学期末 

に発行した「八幡小だより１１号・１２号」で 

お伝えした通りです。１年生も、他学年と同じ 

評価をしています。 

 ２学期は、４校時や１コマ４０分の短縮授業、 

オンライン授業など、いわゆる「第５波」の影 

響から従来と異なる学習を行うようになりまし 

た。報道によると、まだ心配な状況が続きそう 

です。この冬休み、感染対策をはじめ、安全と 

健康に留意していただき、新学期に元気な顔の 

子どもたちと再会できることを楽しみにしてい 

ます。どうぞ、よいお年をお迎えください。 

 
 

参考：家庭教育支援リーフレット（福岡県教育庁北筑後教育事務所 発行） 
 
◎ 「叱る」ことと「怒る」ことは違います。 

「叱る」：子どもに、よりよい方法を教示すること  

「怒る」：親の感情を外に爆発させること   

ポジティブに叱る 3 つのポイント 

・今のことだけを叱る：「いまの言い方はよくないよ」  

・目の前のことだけを叱る：「その本を片付けなさい」 

・その行動だけを叱る：「それは悪いことだよ」 

 「ダメ」だけでなく、「人のものだから、使ってはダメだよ」

など、何がダメなのか、なぜしてはいけないかを説明するこ

とが大事です。叱る意図や思いが伝わりやすくなります。 

◎ 叱り方によっては逆効果になることも考えられます。 

やってはいけない 3 つのポイント 

1. 過去を引きずる 

 「いつもダメなんだから」「何回も同じことを言われて」 

2. 叱る範囲を広げる 

 「何もできないのね」「何をやらせても中途半端じゃない」 

3. その子の全体を否定する 

 「本当ダメな子ね 」「なんて悪い子なの」 

『 し か る 』 も 大 切 な こ と 


